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〈
高
専
協
議
会
〉
第
１
回
＆
第
２
回 

団
体
交
渉
報
告

２２ 

〈
高
専
協
議
会
〉
単
組
代
表
者
会
議

３３ 

論
壇
「
ハ
イ
ジ
と
日
本
」

　

 

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
准
教
授
　

川
島 

隆

３３ 

職
場
の
Ｑ
＆
Ａ
⒇ 

年
次
有
給
休
暇 

～
そ
の
1
～

４４ 

単
組
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト

� 

電
気
通
信
大
学

　
　

「
有
期
で
働
く
人
間
の
思
い
」

� 

都
城
高
等
専
門
学
校

　
　

「
組
合
を
次
の
世
代
へ
」

４４ 

わ
た
し
も
ひ
と
こ
と

　
予
算
額
は
、
運
営
費
交
付
金

１
兆
８
０
７
億
円
（
対
前
年
度

マ
イ
ナ
ス
１
６
４
億
円
）、
修
学

支
援
新
制
度
授
業
料
減
免
分
２

６
４
億
円
（
新
規
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。
運
営
費
交
付
金
の
減

額
要
因
は
、
授
業
料
減
免
の
た

め
の
経
費
が
、「
経
過
措
置
」
と

し
て
対
象
学
生
が
減
少
す
る
こ

と
を
理
由
と
し
た
マ
イ
ナ
ス
１

６
５
億
円
で
あ
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　
「
共
通
指
標
に
よ
る
評
価
配

分
」
は
、
２
０
１
９
年
度
は
対

象
額
７
０
０
億
円
、
配
分
の
変

動
幅
９
０
〜
１
１
０
％
で
ス
タ

ー
ト
す
る
が
、
次
年
度
以
降
対

象
額
と
変
動
幅
を
拡
大
す
る
こ

と
が
す
で
に
盛
り
込
ま
れ
て
い

ま
し
た
。
２
０
２
０
年
度
予
算

案
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
８
５
０
億

円
、
８
５
〜
１
１
５
％
と
す
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
評

価
に
用
い
る
指
標
に
変
更
が
加

え
ら
れ
て
お
り
、
就
職
率
や
博

士
号
授
与
の
状
況
等
、
研
究
業

績
数
や
科
研
費
の
獲
得
件
数
と

そ
の
額
と
い
っ
た
、
教
育
・
研

究
の
成
果
に
関
す
る
指
標
が
追

加
さ
れ
る
案
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

全
大
教
中
央
執
行
委
員
会
は
、
２
０
１
９
年
11
月
12
日

に
文
部
科
学
大
臣
あ
て
に
提
出
し
た
要
望
書
（
12
月
号
で

既
報
）
に
も
と
づ
い
て
、
閣
議
決
定
さ
れ
た
予
算
案
の
高

等
教
育
関
連
予
算
の
詳
細
を
明
ら
か
に
さ
せ
、
要
望
事
項

を
あ
ら
た
め
て
明
確
に
伝
え
る
た
め
に
、
１
月
10
日
に
文

部
科
学
省
会
見
を
実
施
し
ま
し
た
。

■ 
評
価
配
分
枠
は
拡
大
、

　

 　

授
業
料
免
除
枠
は
大
学
院
生
分
確
保
、

　
　
　
　
　

学
部
生
分
は
経
過
措
置
の
み 

■

【左】文部科学省国立大学法人支援課等　 【右】全大教執行部

■ 

修
学
支
援
の
新
制
度
導
入
と

　
　
　
　
　
　
　
　

授
業
料
免
除
分
予
算 

■

　

全
大
教
は
、
従
来
の
授
業
料

免
除
分
の
予
算
措
置
を
続
け
る

よ
う
要
望
し
て
い
ま
し
た
が
、

予
算
案
で
は
、経
過
措
置
分
と
、

■ 

若
手
支
援
な
ど
を
要
望 

■

　

こ
れ
ら
の
課
題
の
ほ
か
、
教

員
の
多
忙
へ
の
対
処
、
若
手
教

員
の
雇
用
と
教
育
・
研
究
条
件

の
充
実
等
の
要
望
を
あ
ら
た
め

て
行
い
ま
し
た
。

　

会
見
に
は
、
全
大
教
か
ら
は

鳥
畑
委
員
長
ら
中
央
執
行
委
員

会
か
ら
８
人
、
文
部
科
学
省
か

ら
は
国
立
大
学
法
人
支
援
課
等

各
担
当
課
等
か
ら
５
人
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

 （
副
委
員
長　

長
山 

泰
秀
）

【
高
専
に
つ
い
て
専
門
教
育
課
と
】

基
盤
的
経
費
や
授
業
料
免
除
枠
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
強
く
要
望

　

会
見
で
は
文
科
省
側
か
ら
、

２
０
２
０
年
度
予
算
案
の
内
容

と
基
本
方
針
に
つ
い
て
説
明
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
会
見
で
明
ら

か
に
な
っ
た
ポ
イ
ン
ト
は
、
以

下
の
通
り
で
す
。

■ 

２
０
２
０
年
度
の
運
営
費

交
付
金
は
約
６
２
３
億
円
で
、

２
０
１
９
年
度
予
算
額
に
対
し

約
２
億
円
減
額
、
た
だ
し
こ
れ

ま
で
運
営
費
交
付
金
に
含
ま
れ

て
い
た
授
業
料
減
免
が
別
枠
と

な
っ
た
為
、
こ
れ
を
含
め
る
と

６
２
７
億
円
と
な
り
昨
年
度
よ

り
２
億
円
増
と
な
る
。

■ 

「
基
礎
的
な
運
営
費
交
付

金
」
の
中
で
各
高
専
が
有
す
る

強
み
・
特
色
を
こ
れ
ま
で
以
上

に
充
実
・
強
化
す
る
こ
と
を
目

的
に
要
求
し
た
「
校
長
裁
量
経

費
（
７
億
円
要
求
）」
に
つ
い
て

は
、「
基
礎
的
な
運
営
費
交
付

金
」
と
し
て
は
措
置
さ
れ
な
か

っ
た
が
、
特
別
教
育
研
究
経
費

の
中
で
「
高
専
高
度
化
推
進
経

費
（
６
・
５
億
円
）」
と
し
て
計

上
さ
れ
た
。

■ 

授
業
料
の
減
免
に
関
し
て
、

新
制
度
に
お
け
る
予
算
と
し
て

４
億
円
措
置
予
定
で
あ
る
が
、

現
在
の
制
度
で
給
付
を
受
け
て

い
る
学
生
（
本
科
４
、
５
年
生
、

専
攻
科
1
年
生
）
に
対
し
て
は

経
過
措
置
と
し
て
、
運
営
費
交

付
金
の
中
で
１
億
円
予
算
措
置

さ
れ
継
続
し
て
支
援
を
行
う
。

ま
た
、
そ
の
予
算
（
１
億
円
）

の
範
囲
に
お
い
て
、
予
算
の
執

行
状
況
に
応
じ
て
、
新
制
度
の

対
象
と
な
る
本
科
３
年
生
に
お

い
て
、
旧
制
度
で
は
授
業
料
減

免
の
対
象
で
あ
っ
た
の
に
、
新

制
度
で
は
授
業
料
の
減
免
に
な

ら
な
い
学
生
に
対
し
、
特
に
申

請
が
あ
れ
ば
対
応
を
検
討
す
る

よ
う
高
専
機
構
本
部
に
依
頼
し

て
い
る
。

■ 

代
船
関
係
の
予
算
は
、
２
０

１
９
年
度
の
補
正
予
算
で
北
大

に
措
置
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
た

め
、
次
は
大
島
商
船
の
大
島
丸

の
順
番
に
な
っ
た
。
２
０
２
１

年
度
の
予
算
措
置
に
向
け
て
要

求
を
行
う
。

（
中
央
執
行
委
員
・

 

高
専
協
議
会
担
当  

本
多 

将
和
）

災
害
等
で
あ
ら
た
に
支
援
が
必

要
と
な
る
で
あ
ろ
う
分
と
し
て
、

あ
わ
せ
て
１
１
３
億
円
を
盛
り

込
む
の
み
で
し
た
。
こ
の
ま
ま

で
は
、
今
春
の
新
入
生
以
降
、

従
来
支
援
が
受
け
ら
れ
て
い
た

層
で
も
支
援
を
受
け
ら
れ
な
い

学
生
が
発
生
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
一
方
、
大
学
院
生
、
留

学
生
が
新
制
度
の
対
象
外
で
あ

る
た
め
、
全
大
教
は
、
こ
れ
ら

の
学
生
の
た
め
の
授
業
料
免
除

分
の
措
置
を
求
め
て
い
ま
し
た

が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
従
来
ど

お
り
計
上
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

１
月
10
日
に
国
立
高
専
機
構
運
営
費
交
付
金
等
に
関
す

る
文
科
省
会
見
を
実
施
し
、
文
科
省
か
ら
高
等
教
育
局
専

門
教
育
課
の
星
課
長
補
佐
、
柳
瀬
高
等
専
門
学
校
係
長
、

全
大
教
か
ら
は
長
山
副
委
員
長
、
岡
本
副
委
員
長
、
永
井

書
記
長
、
本
多
中
央
執
行
委
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

【左】文科省高等教育局専門教育課　【右】全大教


